
 

  

 

 

 📚 

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

1/25（水）～27（金）は、蔵書点検のため休館します。 

休館中に資料を返却さ

れる場合は、「本のポス

ト」をご利用ください。 

 

壊れやすいCD やDVD、

紙しばいは、図書館が開

館してから、必ずカウン

ターでのご返却をお願

いします。 

『支援のための認知行動療法』
福井 至/監修

貝谷 久宣/監修
ナツメ社

『カーザ・ヴェルディ』 藤田 彩歌/著
ヤマハミュージックエンタテインメント

ホールディングス

『私だけ年を取っているみたいだ。』 水谷 緑/著 文藝春秋

『ノーベル化学賞に輝いた研究の

すごいところをわかりやすく説明してみた』
山口 悟/著 ベレ出版

『イラストで楽しく学ぶ！食中毒の知識』

伊藤 武/著

西島 基弘/著

おの みさ/絵

講談社

『弱い力でも使いやすい頼もしい文具たち』 波子/著 小学館クリエイディブ

『これ、台所でつくれます。』 農山漁村文化協会/編 農山漁村文化協会

『やさしいクレパス画』 米津 祐介/著 誠文堂新光社

『ゴッホの犬と耳とひまわり』 長野 まゆみ/著 講談社

『サー・ガウェインと緑の騎士』
J.R.R.トールキン/訳著

山本 史郎/訳
原書房

★毎週月曜日：定例休館日 

★第 3木曜日：整理休館日  

認知症という病気を正しく知り、本人・家族の気持ちや 

 接し方を学びます。 

※お申し込みは西諫早図書館へ！ 

カウンターまたはお電話で ☎（26）8607 



 

 

主人公は 5 歳の少女ロザリー。戦争が始まり、ロザリーのお父さ

んは戦地で戦い、お母さんは軍需工場で働いています。 

お母さんが働いている間、近くの小学校に預けられ教室の片隅

でお絵かきをしながらお母さんの帰りを待つという毎日を過ごしてい

ました。 

ある夜、青い封筒が届き、その日からお母さんの様子が変わって

しまいます。 

ロザリーは手紙に何が書かれているのか知りたくて、自分に秘密

の指令をだします。その指令とは？字を読めるようになること。そして

とうとう秘密の任務をおこなうときがやってきます・・・。                                 

幼い少女ロザリーにも戦争の影響は大きく、楽しいはずの毎日が

戦争の暗い影に支配されています。真実を知りたいと願うロザリーの

気持ちがせつなく、戦争で大切な人をなくす深い悲しみが描かれて

います。悲しい物語の中で、かわいい挿絵がやさしい印象を与え、

心に残る作品です。小学校中学年から大人の方におススメです。

ぜひ読んでみてください。（I） 

『ロザリーのひみつ指令』 

ティモテ・ド・フォンベル／作 イザベル・アルスノー／絵 

杉田七重／訳 （あかね書房） 

▷ 

2022 年

の本屋大

賞はこち

ら！ 

▷ 


